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「後期高齢者医療制度の実施直後アンケート」

の全国調査の報告 
               

２００８年６月１１日  

全日本民主医療機関連合会 

                              

４月１日に施行された後期高齢者医療制度に対する不安・戸惑い・怒りが全国で湧き

上がっています。全日本民主医療機関連合会（以下は全日本民医連）は、施行後の影響

を把握するために、対象者の全国調査を行い、６月９日までに全国４５県連から寄せら

れた調査結果をまとめましたので、概要を報告します。尚、調査は、６月末まで継続す

る予定です。 

 

＜調査概要＞ 

１．調査時期  ４月１日～６月９日（当日までの集計分） 

２．調査対象  全日本民医連に加盟する病院・診療所・薬局・老健施設の患者・利用

者（外来・入院）で、後期高齢者医療制度の対象となっている高齢患

者・利用者及び共同組織（医療生協組合員や病院の友の会員など）の

方 

３．調査機関  当連合会に加盟する病院・診療所・薬局・老健施設のうち４５２   

施設の集計 

４．調査場所  全国規模（４５都道府県の集計） 

５．調査件数  ６００９人の集計 

内訳  男性 ３７．６％、女性 ６１．４％、不明１．０％ 

    年齢 ６５～７４才  １．３％ 

                             ７５才～   ９５．６％ 

不明      ３．１％ 

６．調査方法  基本的に「事業所での職員による聞き取り」ですが、一部「患者・利

用者自宅での聞き取り」「患者・利用者が自ら記入」「共同組織の方の

自宅訪問による聞き取り」も含まれています。  

７．調査項目  別紙添付内容 

 

＜アンケート結果＞ 

  別紙参照 
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後期高齢者医療制度の内容
をご存じでしたか？

①知って
いた
64%

②知らな
かった
35%

＜アンケート調査結果の分析・考察＞ 

１．今回実施したアンケート集計の２つの特徴と評価（厚労省調査結果との違い） 

今回の私たちの調査は、階層別・収入別世帯の集計結果ではありませんが、①各都

道府県別の全国集計であり、②６０００件超という一定の母数の集計結果です。 

先日、厚生労働省から「制度の創設に伴う保険料額の変化」に関する調査結果が発

表されました。この調査は、国保加入世帯の保険料の変化を４種類の世帯類型と３種

類の収入区分の「１２のモデル調査」となっています。この方法が、実施後の実態を

つかむ方法にふさわしいかどうか疑問です。実施直後の調査で、その影響・変化を実

態的につかむためには、全件調査あるいはサンプル調査の手法をとるべきです。 

  国保世帯との比較をする場合は、国保と後期高齢者医療制度の保険料算定方法の違

い・特徴（世帯単位か個人単位、「資産」の算定の有無、各自治体の減免状況など）、

複雑な諸要素を踏まえ、実態を反映した手法で影響調査をすべきです。仮に、モデル

世帯にもとづく調査をする場合であっても、厚生労働省調査の「４世帯モデル」だけ

でなく、「後期高齢者一人と子供の２人世帯」「後期高齢者夫婦世帯と子供夫婦の４人

世帯」「後期高齢者夫婦と子供一人の３人世帯」など、負担増となる率の高い世帯も

含めた比較も重要です。こうした方法で調査するならば、７割近い人が「軽減」され

る調査結果は、出るはずがありません。しかも、実施前に影響調査もせず「低所得層

は軽減される」などと宣伝してきた厚生労働省の姿勢は、二重にも許せません。 

実施後の影響調査・実態調査を実施するなら、複雑な諸条件を考慮し、全件調査、

あるいはその実態に即したサンプル調査集計（全国規模なら少なくとも数千人規模の

サンプル調査）が必要ではないでしょうか。 

今回の民医連調査の集計の内容と結果は、強制的に後期高齢者医療制度に移行させ

られた後期高齢者の生活実態に近い内容であると確信します。 

 

２．調査結果内容の特徴 

①「制度の内容を知らなかった」と答えた人が全体の１／３（３４．８％）でした。 

   外来患者は、これまで来院時に説明

を聞く機会があったにもかかわらず、

いまだに「知らない」「わからない」

人が３割近くを占めたことは、驚きで

もありました。 

  「一度聞いただけではわからない」「役

所からの通知は、何が書いてあるのか

難しくてわからない・小さすぎて読め

ない」などの声が多数あり、７５歳以

上の高齢者一人一人にきちんと理解
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年金から保険料が天引きされること
について、どう思いますか？

③どちらとも
言えない

30%

④天引きさ
れてない

4%

②良いこと
だ
8%

①困るので
やめてほし

い
54%

保険料は４月以前に支払っていた時よ
り高くなりましたか？

①高くなった
41%

③安くなった
7%

④どちらとも
いえない

24%

N.A
9%

②あまり変
わらない

19%

していただくには、相当の時間と手だてをかけなければならないことがあらためて

示されました。 

 

②保険料負担が「安くなった」人はわずか６．６％、「高くなった」人は４１．６％でした。 

   保険料が３月以前

と比べて、「高くなっ

た」人は４割以上、一

方「安くなった」人は、

全体のわずか１割弱

でした。また、「どち

らとも言えない」と回

答された方（２３．

９％）の中には、「国

保に残った妻の保険

料の通知がまだ来て

いないので（６月に来

る）、わからない」と

いう不安も出されています。こうした実態もつかむためには、６月の国保保険料通

知を踏まえた調査が必要であり、我々は６月末まで調査を継続する予定です。 

   この集計結果は、厚生労働省の調査結果（７割程度の軽減）と著しく異なる内容

となっています。 

  

③「保険料の年金天引き」について、半数以上（５４．４％）の方が「困るのでやめてほしい」

と回答。 

   全体の半数以上の方が、「保

険料の年金天引きをやめてほ

しい」と答えています。「私は

承諾した覚えはない」「勝手に

天引きするのはおかしい」「年

金額は変わらない（むしろ減っ

ていく）のに、天引きがどんど

ん増えていくのでは、生活でき

ない」「保険料が確定もしてい

ないのに、取るのはおかしい」

「年金支給はいい加減なこと

をやっておいて、取る方だけはしっかり取るのはずるい」など、痛切な怒りと不安

が多数寄せられました。 
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病院や診療所に受診して、窓口負担はどう
なりましたか？

①高くなった
15%

②安くなった
4%

N.A
5%

③あまり変わ
らない
49%

④わからない
27%

後期高齢者医療制度がはじまって、
お困りのことはありませんか？

①とくにな
い

31%
③どちらと
も言えない

24%

N.A
6%

②ある
39%

④医療費の窓口負担については、

「変化がない」と言われてきました

が、「高くなった」と答えた人が全体

の１割以上（１５．０％）もいました。 

  

 

 

 

 

 

 

⑤約４割（３９．２％）の人が「制度導入によって困った」と答えています。その内容は別紙に

ありますが、いずれも深刻な内容です。 

多くが「保険料が高くなっ

たことで、生活費が圧迫され

た」ことによるもので食費や

被服費、冠婚葬祭、交際費を

切りつめている例が多く、私

たちがまとめた「高齢者生活

実態調査」(07.3.15 報告)

と同様に、食生活が悪化する

ことによる健康破壊、交際費

の切りつめによる孤立化が

いっそう進行することが懸

念されます。さらに、中には医療費が心配で病院に行きにくくなったり、検査を拒

否した事例、介護サービスを切りつめる例も報告され、まさに医療・介護を受ける

権利が制限されることも懸念されます。 

 

⑥アンケートの中で高齢者の具体的な声を聞いていますが、いずれも高齢者の深い怒り

や不安の声でした。（別紙参照） 

  「後期高齢者という言葉が、人格を否定されているよう」「死ね！という通知だ」

「死ねというなら、いっそ殺してほしい」「生きながら地獄へ落とさないでくれ」

「死ぬのなら、納得して死にたい」などの言葉に現れているように「人間の尊厳を

奪い、否定する」ことへの怒りや不満が多く寄せられたことが大きな特徴の一つで

す。また、「自分の行きたい病院へ行けるのか不安」「とにかく不安、先が見えない」

「病気をきちんと診てもらえるか不安」「どないして生きていったらいいのかわか

らない」など今後への不安も多く寄せられています。 
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 ３．まとめ 

ａ）６月４日に厚労省が発表した保険料変化の調査結果では「保険料が７割も軽減さ

れた」となっているにもかかわらず、与党プロジェクトでさらなる保険料の軽減措

置を検討していることは、まったく矛盾したものであり、納得がいきません。私た

ちの調査結果では「保険料が安くなった」という人が１割未満であり、「高くなっ

た」人が４割を超え、実態をよく反映していると考えます。 

 

ｂ）「後期高齢者医療制度」は医療費を抑制することを目的に、国民を年齢で区別し

家族を分断し、負担増もさることながら、予防・治療・リハビリ・終末期のすべて

において後期高齢者を差別するものであり、人間の尊厳を奪うものです。だからこ

そ多くの国民は怒りを爆発させており、今回の調査でも深い怒りの声が多く寄せら

れました。 

 

ｃ）高齢者の尊厳を傷つけ、過酷な経済的負担を強要し、差別医療を押しつけるこの

医療制度は、けっして「長寿医療制度」などと呼べるものではありません。野党４

党が「後期高齢者医療制度廃止法案」を参議院本会議で可決したことは、まさに国

民の声を反映したものです。 

 

ｄ）政府・厚労省はただちに後期高齢者医療制度を中止・撤回し、当事者や医療関係

者の声に謙虚に耳を傾け、実態を正確に把握し、真に「長寿を喜べる」医療制度を

つくり上げるべきです。 
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0　
　

2 
ペ

ー
ジ

後
期

高
齢

者
医

療
制

度
の

実
施

直
後

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計

全
日

本
民

医
連

　
「
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
実

施
直

後
ア

ン
ケ

ー
ト

」
の

集
計

結
果

　
　

＜
20

08
年

６
月

９
日

現
在

＞

男
女

Ｎ
Ａ

６
５

～
  

７
４

７
５

～
８

０
８

１
～

８
５

８
６

～
９

０
９

１
以

上
Ｎ

Ａ
知

っ
て

い
た

知
ら

な
か

っ
た

Ｎ
Ａ

①
高

く
な

っ
た

②
あ

ま
り

変
わ

ら
な

い
③

安
く

な
っ

た
④

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
Ｎ

Ａ

県
連

名

４
．

保
険

料
は

４
月

以
前

に
支

払
っ

て
い

た
時

よ
り

高
く

な
り

ま
し

た
か

？
３

．
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
内

容
を

ご
存

じ
で

し
た

か
？

２
．

年
齢

（
歳

）
調

査
件

数
調

査
事

業
所

数
参

加
職

員
数

１
．

性
別

2
8

奈
良

71
1
2

55
29

4
2

0
0

3
5

2
2

8
4

2
40

30
1

3
0

8
1
0

1
7

6

2
9

和
歌

山
75

6
20

29
4
5

1
0

4
2

1
8

8
2

5
35

39
1

3
7

4
9

2
2

3

3
0

鳥
取

11
1

10
3

8
0

0
5

3
3

0
0

7
4

0
6

2
0

3
0

3
1

島
根

19
3

10
7

1
2

0
0

1
1

7
1

0
0

12
7

0
1
0

1
2

6
0

3
2

岡
山

11
9

1
3

2
49

7
0

0
0

6
8

2
6

1
5

8
2

81
37

1
4
4

2
6

6
2
9

14

3
3

広
島

13
5

1
4

13
0

52
8
3

0
0

6
5

3
8

1
3

11
8

77
54

3
7
0

2
8

4
2
2

11

3
4

山
口

4
1

3
2

2
0

0
1

2
0

1
0

4
0

0
2

0
0

2
0

3
5

徳
島

67
5

30
22

4
2

3
0

4
0

1
7

5
1

4
31

35
1

2
2

1
6

6
2
3

0

3
6

香
川

6
2

6
4

2
0

0
3

2
1

0
0

5
1

0
5

0
0

1
0

3
7

愛
媛

12
9

8
50

40
8
9

0
0

7
3

3
1

1
2

13
0

92
37

0
5
2

3
1

8
3
8

0

3
8

高
知

94
6

35
36

5
8

0
0

5
4

2
9

9
2

0
56

38
0

3
3

1
9

6
3
5

1

3
9

福
岡

24
7

2
9

13
7

89
15

8
0

0
14

5
6
1

2
9

12
0

17
0

76
1

12
9

3
7

4
6
6

11

4
0

長
崎

31
3

5
5

2
6

0
0

2
1

8
1

1
0

17
14

0
1
4

4
2

1
1

0

4
1

熊
本

12
3

1
7

78
49

7
4

0
0

7
7

2
9

1
1

6
0

75
48

0
4
5

3
2

1
3

2
3

10

4
2

大
分

13
1

1
4

38
45

8
6

0
0

8
4

2
6

1
5

6
0

83
48

0
4
3

3
3

7
4
7

1

4
3

宮
崎

99
5

47
24

7
4

1
4

3
5

2
9

2
0

9
2

81
18

0
3
1

1
3

1
5

3
5

5

4
4

鹿
児

島
21

9
1
3

85
81

13
6

2
10

8
1

8
7

3
6

0
5

13
3

85
1

9
8

5
3

1
5

5
0

3

4
5

沖
縄

11
9

1
2

25
0

41
7
6

2
2

4
5

3
4

1
7

13
8

78
40

1
5
9

2
0

3
2
7

10

合
計

6,
0
09

45
2

2
,4

5
1

2,
26

2
3
,6

89
58

76
2,

8
83

1
,6

97
83

0
33

7
1
86

3,
84

4
2,

09
0

7
5

2,
50

1
1,

11
6

39
5

1,
43

9
55

8

比
率

37
.6

%
61

.4
%

1
.0

%
1.

3%
48

.0
%

28
.2

%
1
3.

8%
5.

6
%

3.
1%

64
.0

%
34

.8
%

1.
2%

41
.6

%
18

.6
%

6.
6%

23
.9

%
9.

3%
6,

00
9

6,
00

9
母

数
＝

60
0
9

母
数

＝
60

0
9
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0　
　

3 
ペ

ー
ジ

後
期

高
齢

者
医

療
制

度
の

実
施

直
後

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計

1
北

海
道

2
青

森

3
岩

手

4
宮

城

5
秋

田

6
山

形

7
福

島

8
茨

城

9
群

馬

1
0

埼
玉

1
1

千
葉

1
2

東
京

1
3

神
奈

川

1
4

新
潟

1
5

富
山

1
6

石
川

1
7

福
井

1
8

山
梨

1
9

長
野

2
0

岐
阜

2
1

静
岡

2
2

愛
知

2
3

三
重

2
4

滋
賀

2
5

京
都

2
6

大
阪

2
7

兵
庫

県
連

名

①
困

る
の

で
や

め
て

ほ
し

い
②

良
い

こ
と

だ
③

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
④

天
引

き
さ

れ
て

い
な

い
Ｎ

Ａ
①

高
く

な
っ

た
②

安
く

な
っ

た
③

あ
ま

り
変

わ
り

な
い

④
わ

か
ら

な
い

Ｎ
Ａ

①
と

く
に

な
い

②
あ

る
③

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
Ｎ

Ａ

46
9

71
2
54

19
54

1
10

23
4
40

26
6

2
8

24
5

41
5

15
4

5
3

5
1

4
0

0
1

8
0

1
0

6
4

0
0

26
10

27
4

2
14

1
34

1
4

6
2
6

1
5

2
3

5

34
7

14
0

1
10

1
35

9
1

1
7

1
8

1
1

1
0

27
5

16
4

0
7

2
32

1
1

0
2
2

1
8

1
2

0

26
6

23
2

0
5

3
33

1
6

0
2
9

1
6

1
2

0

76
9

25
3

0
18

3
25

3
9

2
8

2
9

6
1

2
3

0

3
0

2
0

0
0

1
2

2
0

1
2

2
0

24
9

27
1
55

15
12

1
02

9
1
99

12
9

1
9

15
7

15
6

13
5

1
0

9
2

2
0

0
2

1
8

2
0

4
7

2
0

59
9

42
5

3
10

4
51

4
6

7
3
5

4
1

3
6

6

26
5

27
1
17

17
42

78
10

2
35

9
8

4
7

12
8

16
1

14
6

3
3

42
23

34
1

0
11

3
62

2
3

1
4
8

4
3

8
1

34
18

25
2

5
10

5
50

1
3

6
3
7

2
7

1
6

4

7
1

3
0

0
0

0
11

0
0

2
1

4
4

53
3

22
3

4
4

2
46

1
1

2
2

1
8

4
8

1
0

9

34
10

33
1

8
13

0
44

2
7

2
3
3

2
3

2
0

1
0

17
9

13
72

22
7

51
12

1
38

8
2

1
0

9
6

9
7

8
4

1
6

12
1

18
55

11
7

27
11

1
12

4
9

1
3

7
9

6
6

5
2

1
5

88
15

71
13

6
32

2
1
11

4
1

7
7
4

6
3

5
2

4

48
3

31
6

0
10

6
45

2
3

4
2
3

3
2

2
9

4

8
0

3
1

0
1

0
5

6
0

3
8

1
0

16
3

4
1

0
4

0
13

7
0

1
1

5
6

2

19
3

11
0

1
5

0
23

6
0

1
1

2
0

3
0

20
8

22
1
25

14
18

36
8

1
91

13
1

2
1

10
6

15
9

7
0

5
2

16
2

31
1
25

9
19

58
11

1
60

9
5

2
2

9
3

11
7

10
1

3
5

28
10

24
4

3
8

3
35

2
2

1
2
3

2
8

1
8

0

５
．

年
金

か
ら

保
険

料
が

天
引

き
さ

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
思

い
ま

す
か

？
６

．
病

院
や

診
療

所
に

受
診

し
て

、
窓

口
負

担
は

ど
う

な
り

ま
し

た
か

？
７

．
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

が
は

じ
ま

っ
て

、
お

困
り

の
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？
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0　
　

4 
ペ

ー
ジ

後
期

高
齢

者
医

療
制

度
の

実
施

直
後

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計

県
連

名

2
8

奈
良

2
9

和
歌

山

3
0

鳥
取

3
1

島
根

3
2

岡
山

3
3

広
島

3
4

山
口

3
5

徳
島

3
6

香
川

3
7

愛
媛

3
8

高
知

3
9

福
岡

4
0

長
崎

4
1

熊
本

4
2

大
分

4
3

宮
崎

4
4

鹿
児

島

4
5

沖
縄

合
計

比
率

①
困

る
の

で
や

め
て

ほ
し

い
②

良
い

こ
と

だ
③

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
④

天
引

き
さ

れ
て

い
な

い
Ｎ

Ａ
①

高
く

な
っ

た
②

安
く

な
っ

た
③

あ
ま

り
変

わ
り

な
い

④
わ

か
ら

な
い

Ｎ
Ａ

①
と

く
に

な
い

②
あ

る
③

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
Ｎ

Ａ

５
．

年
金

か
ら

保
険

料
が

天
引

き
さ

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
思

い
ま

す
か

？
６

．
病

院
や

診
療

所
に

受
診

し
て

、
窓

口
負

担
は

ど
う

な
り

ま
し

た
か

？
７

．
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

が
は

じ
ま

っ
て

、
お

困
り

の
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

31
8

24
7

1
12

4
36

1
6

3
1
9

2
7

1
6

9

49
3

17
4

2
21

2
37

1
5

0
1
9

3
1

2
3

2

6
0

5
0

0
5

0
6

0
0

1
7

3
0

8
1

7
1

2
1

2
14

2
0

5
8

6
0

71
7

36
4

1
22

1
50

3
9

7
3
0

4
5

2
9

1
5

78
7

37
6

7
30

4
63

3
0

9
3
6

6
1

2
9

9

2
0

1
0

1
0

0
2

2
0

2
1

1
0

28
5

32
1

1
6

2
36

2
0

3
2
5

2
4

1
6

2

4
0

2
0

0
1

0
3

1
0

1
3

1
1

63
16

47
3

0
21

0
67

4
1

0
3
7

4
4

4
8

0

58
9

21
6

0
12

8
53

2
1

0
3
3

3
6

2
5

0

14
7

23
62

8
7

47
8

91
9
1

1
0

6
3

12
7

5
1

6

15
2

12
2

0
1

4
14

1
2

0
1
0

1
3

8
0

81
10

27
5

0
10

0
85

2
5

3
3
9

5
2

2
5

7

74
8

46
2

1
18

4
57

5
2

0
2
4

6
6

4
0

1

40
25

21
9

4
8

57
10

2
1

3
4
3

2
1

2
0

1
5

12
3

24
66

5
1

37
11

1
23

4
0

8
7
3

7
9

6
5

2

93
4

16
6

0
20

2
51

4
5

1
2
3

6
2

2
6

8

3,
2
66

4
99

1
,7

98
2
26

22
0

89
9

23
8

2,
93

8
1,

64
2

29
2

1,
83

9
2,

35
8

1,
46

2
35

0

5
4.

4
%

8.
3
%

29
.9

%
3
.8

%
3
.7

%
15

.0
%

4
.0

%
48

.9
%

27
.3

%
4.

9%
30

.6
%

39
.2

%
24

.3
%

5.
8%

60
0
9

60
0
9

6
00

9
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2
0
0
8
年

6
月

1
1
日

寄
せ

ら
れ

た
声

県
名

１
，

生
活

へ
の

影
響

1
お

祝
い

事
や

法
事

な
ど

に
行

か
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

が
、

こ
れ

以
上

負
担

が
増

え
た

ら
言

葉
も

な
い

。
宮

城
2

服
な

ど
買

う
と

き
た

め
ら

う
。

で
き

る
だ

け
車

に
乗

ら
な

い
で

歩
く
よ

う
に

し
て

い
る

。
山

形
3

妻
の

手
術

が
せ

ま
っ

て
い

る
が

、
医

療
費

が
心

配
。

茨
城

4
生

活
費

が
圧

迫
さ

れ
て

灯
油

を
買

い
控

え
て

い
る

。
群

馬
5

主
と

し
て

、
食

べ
る

だ
け

の
生

活
に

な
っ

た
。

埼
玉

6
孫

た
ち

に
対

す
る

祝
い

事
へ

の
お

金
は

減
ら

せ
な

い
た

め
、

自
分

の
被

服
費

な
ど

を
切

り
詰

め
て

い
る

。
千

葉
7

年
金

の
み

の
生

活
で

、
お

金
の

底
が

つ
く
の

が
早

く
な

り
、

底
が

見
え

始
め

る
と

受
診

し
な

か
っ

た
り

、
減

ら
し

て
い

る
。

千
葉

8
病

院
受

診
以

外
は

外
出

し
な

い
と

の
こ

と
。

年
金

額
も

少
な

く
天

引
き

さ
れ

た
ら

引
き

こ
も

り
が

進
む

の
で

は
な

い
か

・
・
と

感
じ

た
。

石
川

9
心

臓
が

悪
い

た
め

、
ブ

ド
ウ

畑
の

仕
事

は
で

き
な

い
と

医
師

よ
り

言
わ

れ
、

ブ
ド

ウ
の

木
を

切
っ

て
今

は
無

収
入

で
あ

る
。

貯
金

を
く
ず

し
て

い
る

が
、

今
後

ず
っ

と
と

な
る

と
生

活
は

え
ら

く
な

る
。

今
で

も
外

食
や

付
き

合
い

は
減

ら
し

て
い

る
。

山
梨

1
0

家
族

も
介

護
の

た
め

に
仕

事
を

辞
め

家
計

収
入

も
減

っ
た

。
天

引
き

は
や

め
て

ほ
し

い
。

年
を

と
っ

て
か

ら
お

金
の

こ
と

で
悩

む
の

は
み

じ
め

。
家

族
で

話
し

て
い

て
も

暗
く
な

る
。

無
頓

着
で

い
た

自
分

も
悪

か
っ

た
が

、
生

活
で

き
る

年
金

を
望

む
。

長
野

1
1

タ
ク

シ
ー

に
乗

れ
な

い
。

受
診

し
づ

ら
く
な

っ
た

。
長

野
1
2

年
金

わ
ず

か
で

、
ゴ

ハ
ン

と
梅

干
し

食
べ

て
し

の
い

で
い

る
。

も
う

食
べ

て
い

か
れ

へ
ん

。
弱

者
は

死
ね

と
い

う
こ

と
か

。
死

に
と

う
な

い
、

ず
っ

と
生

き
て

い
た

い
。

兵
庫

1
3

今
は

復
興

住
宅

の
家

賃
が

低
く
な

っ
て

い
る

が
、

来
年

か
ら

高
く
な

る
の

で
不

安
だ

。
兵

庫
1
4

ヘ
ル

パ
ー

や
訪

問
看

護
を

中
止

し
て

く
れ

。
奈

良
1
5

年
金

は
元

々
ほ

と
ん

ど
な

か
っ

た
、

今
も

養
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
収

入
が

減
る

と
肩

身
が

せ
ま

い
。

奈
良

1
6

１
日

３
食

を
２

食
に

し
て

い
る

。
食

事
を

削
る

と
病

気
に

な
り

、
悪

循
環

で
す

。
奈

良

1
7

出
費

が
気

に
な

り
、

病
院

に
行

き
に

く
く
な

っ
た

。
和

歌
山

1
8

友
人

・
知

人
・
親

戚
と

の
つ

き
あ

い
を

減
ら

し
、

情
け

な
い

や
ら

寂
し

い
や

ら
で

落
ち

込
ん

で
し

ま
う

。
高

知
1
9

食
費

よ
り

多
い

お
金

が
毎

月
引

か
れ

る
の

で
困

る
。

福
岡

2
0

生
活

費
が

圧
迫

さ
れ

、
旅

行
や

映
画

な
ど

娯
楽

費
を

切
り

詰
め

る
よ

う
に

な
っ

た
。

福
岡

2
1

貯
金

は
あ

と
数

ｹ
月

で
底

を
突

く
。

息
子

の
扶

養
だ

が
、

や
が

て
保

険
料

も
か

か
っ

て
く
る

。
電

気
・
ガ

ス
が

と
め

ら
れ

た
ら

ど
う

し
よ

う
か

。
生

活
保

護
を

受
け

る
の

は
は

ず
か

い
し

い
。

死
ん

だ
方

が
ま

し
と

、
こ

こ
数

ヶ
月

落
ち

込
ん

で
い

る
。

長
崎

2
2

田
畑

の
税

金
も

払
え

な
く
な

っ
た

。
死

ぬ
ま

で
保

険
料

を
払

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

か
。

大
分

２
，

不
安

1
自

分
の

行
き

た
い

病
院

へ
行

け
る

の
か

不
安

。
秋

田
2

専
門

医
に

か
か

る
と

き
は

、
主

治
医

の
了

解
が

必
要

な
の

か
。

秋
田

3
「
後

期
高

齢
者

」
と

い
う

名
前

を
聞

く
と

、
病

院
へ

行
く
の

が
悪

い
み

た
い

に
思

っ
て

し
ま

う
。

今
朝

も
お

医
者

に
か

か
っ

て
い

の
か

な
、

と
思

い
な

が
ら

き
た

。
群

馬
4

制
度

の
中

身
が

ま
だ

よ
く
わ

か
ら

な
い

の
に

、
お

金
ば

か
り

先
に

と
ら

れ
て

生
活

し
て

い
く
の

に
困

っ
て

い
る

。
群

馬
5

現
在

こ
の

よ
う

に
厳

し
い

状
況

に
あ

る
が

、
今

後
孫

の
代

に
な

っ
た

と
き

に
は

ど
ん

な
状

況
に

な
る

の
か

。
群

馬
6

何
も

か
も

年
寄

り
を

い
じ

め
て

い
る

よ
う

で
な

さ
け

な
い

。
千

葉
7

病
気

に
な

っ
た

と
き

の
不

安
が

強
く
な

っ
た

。
千

葉

全
日

本
民

医
連

「
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
実

施
直

後
ア

ン
ケ

ー
ト

」
寄

せ
ら

れ
た

声
（

特
徴

的
な

も
の

）

1
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2
0
0
8
年

6
月

1
1
日

寄
せ

ら
れ

た
声

県
名

全
日

本
民

医
連

「
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
実

施
直

後
ア

ン
ケ

ー
ト

」
寄

せ
ら

れ
た

声
（

特
徴

的
な

も
の

）

8
こ

れ
か

ら
健

診
の

制
限

、
か

か
り

つ
け

医
の

こ
と

な
ど

、
今

ま
で

で
き

た
こ

と
が

で
き

な
く
な

る
と

聞
い

て
い

る
。

新
潟

9
受

診
時

や
遠

方
外

出
時

は
ﾀ
ｸ
ｼ
ー

利
用

（
膝

腰
悪

い
）
、

高
い

の
で

せ
つ

な
い

。
新

潟

1
0

元
々

少
な

い
年

金
か

ら
直

接
引

か
れ

る
の

は
、

い
く
ら

払
っ

て
い

る
の

か
自

分
で

そ
の

た
び

確
認

し
な

い
と

怖
い

話
だ

と
思

う
。

生
活

に
あ

ま
り

に
も

ひ
び

い
て

く
る

制
度

で
、

す
ぐ

や
め

た
方

が
い

い
と

思
う

。
ま

だ
天

引
き

が
始

ま
っ

て
い

な
い

か
ら

分
か

ら
な

い
が

、
生

活
が

圧
迫

さ
れ

る
の

は
目

に
見

え
て

い
る

と
思

う
。

山
梨

1
1

入
院

に
よ

り
生

活
が

厳
し

く
な

っ
て

い
る

状
況

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
こ

の
状

況
が

長
く
続

く
と

、
入

院
す

る
必

要
の

あ
る

患
者

さ
ん

が
、

入
院

を
拒

否
し

た
り

、
受

診
を

し
な

く
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

、
近

い
将

来
考

え
ら

れ
る

と
思

っ
た

。
山

梨

1
2

と
に

か
く
不

安
、

先
が

見
え

な
い

。
長

野

1
3

無
年

金
者

で
保

険
料

払
っ

て
い

な
か

っ
た

。
こ

れ
か

ら
は

払
わ

な
く
て

は
い

け
な

い
。

同
居

の
息

子
に

払
っ

て
も

ら
う

よ
う

に
な

る
の

で
、

気
が

引
け

る
。

体
も

思
う

よ
う

に
動

か
な

く
な

っ
て

き
た

の
で

、
こ

れ
以

上
迷

惑
を

か
け

る
と

思
う

と
早

く
逝

っ
て

し
ま

い
た

い
。

長
野

1
4

病
気

を
き

ち
ん

と
診

て
も

ら
え

る
か

不
安

。
長

野
1
5

こ
の

先
暮

ら
せ

る
か

不
安

。
先

の
こ

と
考

え
ら

れ
な

い
。

若
い

人
と

暮
ら

し
て

も
ら

っ
て

い
る

か
ら

い
い

が
、

そ
う

で
な

い
と

生
き

て
い

け
な

い
。

長
野

1
6

年
寄

り
は

早
く
死

ね
と

い
っ

て
い

る
よ

う
な

も
の

。
で

も
、

寿
命

が
あ

る
か

ら
早

く
死

ね
と

い
っ

て
も

、
そ

う
は

い
か

な
い

で
す

。
長

生
き

の
家

系
な

の
で

・
・
。

岐
阜

1
7

一
人

の
か

か
り

つ
け

医
に

決
め

る
な

ん
て

、
現

在
の

高
い

医
療

が
受

け
ら

れ
な

い
。

国
は

専
門

性
を

な
ん

と
考

え
て

い
る

の
か

。
年

金
よ

り
高

い
保

険
料

も
あ

り
う

る
。

年
寄

り
は

生
き

る
す

べ
が

な
い

。
岐

阜

1
8

こ
の

国
の

現
在

は
不

安
ば

か
り

。
介

護
保

険
導

入
時

の
「
安

心
し

た
老

後
」
は

誰
が

責
任

と
る

の
か

。
無

責
任

な
国

だ
。

岐
阜

1
9

お
年

寄
り

の
自

殺
が

増
え

な
い

か
不

安
京

都
2
0

ど
な

い
し

て
生

き
て

い
っ

た
ら

い
い

の
か

わ
か

ら
な

い
。

大
阪

2
1

高
額

医
療

は
ど

う
な

る
の

か
。

大
阪

2
2

不
安

だ
ら

け
。

行
政

か
ら

あ
れ

こ
れ

資
料

が
届

く
が

、
年

寄
り

に
は

細
か

い
こ

と
は

わ
か

り
に

く
い

。
天

引
き

は
、

イ
ヤ

や
け

ど
仕

方
な

い
。

兵
庫

2
3

か
か

り
つ

け
医

と
は

、
ど

う
な

る
の

か
。

患
者

に
と

っ
て

い
い

こ
と

な
の

か
悪

い
こ

と
な

の
か

わ
か

ら
な

い
。

払
う

方
法

も
わ

か
ら

な
い

。
市

役
所

ま
で

い
っ

て
聞

い
た

が
、

県
と

国
に

聞
い

て
ほ

し
い

と
逃

げ
ら

れ
た

。
所

得
の

な
い

人
が

払
わ

な
い

と
い

け
な

い
根

拠
を

教
え

て
ほ

し
い

。
奈

良

2
4

何
を

い
っ

て
も

私
ど

も
の

意
見

は
、

採
用

さ
れ

る
わ

け
で

は
な

い
の

で
・
・
・

奈
良

2
5

保
険

証
が

１
枚

に
な

っ
た

。
小

さ
い

の
で

、
一

度
失

っ
た

。
奈

良
2
6

家
族

と
切

り
離

さ
れ

た
よ

う
な

、
寂

し
い

気
分

に
な

る
。

和
歌

山
2
7

老
後

に
な

っ
て

も
戦

後
時

代
の

よ
う

だ
。

広
島

2
8

完
治

す
る

ま
で

病
院

で
療

養
さ

せ
て

ほ
し

い
。

広
島

2
9

精
神

的
に

不
安

が
つ

の
る

（
今

後
ど

う
な

る
の

か
見

通
し

が
つ

か
な

い
）

広
島

3
0

足
り

な
く
な

っ
た

ら
ど

う
生

活
す

れ
ば

い
い

の
か

・
・
・

広
島

3
1

病
院

に
行

く
の

が
悪

い
気

が
す

る
。

愛
媛

3
2

医
療

制
度

が
ど

ん
ど

ん
変

わ
り

、
自

分
で

は
何

も
わ

か
ら

な
い

の
で

、
早

く
一

服
も

っ
て

く
だ

さ
い

。
高

知
3
3

今
は

何
と

か
や

っ
て

い
け

る
が

、
月

日
が

た
つ

に
つ

れ
高

齢
者

の
生

活
は

ど
う

な
っ

て
い

く
の

か
。

不
安

と
い

う
か

恐
怖

さ
え

感
じ

て
し

ま
う

。
熊

本
3
4

９
０

歳
に

な
っ

て
し

ま
い

、
長

生
き

し
す

ぎ
た

。
申

し
訳

な
い

。
大

分
3
5

も
う

お
役

に
立

て
な

い
し

、
早

く
死

な
な

い
と

い
け

な
い

、
悲

し
い

な
。

大
分

3
6

早
く
死

に
た

い
け

ど
、

自
分

で
は

ど
う

す
る

こ
と

も
で

き
な

い
。

大
分

2
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2
0
0
8
年

6
月

1
1
日

寄
せ

ら
れ

た
声

県
名

全
日

本
民

医
連

「
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
実

施
直

後
ア

ン
ケ

ー
ト

」
寄

せ
ら

れ
た

声
（

特
徴

的
な

も
の

）

３
，

怒
り

1
年

金
3
，

4
月

分
が

4
月

1
5
日

支
給

な
の

に
、

保
険

料
は

4
、

5
月

分
で

5
月

分
は

前
納

で
あ

り
、

お
か

し
い

。
亡

く
な

っ
た

ら
戻

す
の

か
、

手
続

き
必

要
か

（
一

人
暮

ら
し

で
は

で
き

な
い

）
秋

田

2
病

院
の

保
険

証
の

確
認

が
厳

し
く
な

っ
て

不
愉

快
で

す
。

宮
城

3
病

院
は

長
期

に
入

院
す

れ
ば

す
る

ほ
ど

赤
字

に
な

る
と

い
う

話
を

聞
い

て
驚

い
た

。
宮

城

4
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

ほ
ど

人
間

性
を

軽
視

し
た

制
度

は
な

い
。

人
間

は
生

き
て

い
る

限
り

尊
厳

は
失

わ
れ

な
い

。
年

齢
で

差
別

す
る

の
は

許
さ

れ
な

い
。

た
だ

ち
に

廃
止

す
べ

き
。

宮
城

5
自

民
・
公

明
の

政
治

家
は

保
険

料
は

下
が

っ
た

な
ど

と
得

意
げ

に
話

し
て

い
る

こ
と

が
許

せ
な

い
。

国
民

を
馬

鹿
に

す
る

な
と

い
い

た
い

。
過

去
か

ら
現

在
ま

で
無

駄
遣

い
を

誰
が

い
つ

か
ら

ど
の

よ
う

に
し

て
ど

れ
だ

け
使

わ
れ

た
の

か
、

国
民

の
前

に
示

し
て

ほ
し

い
。

宮
城

6
支

払
う

に
し

て
も

自
分

の
財

布
か

ら
出

し
た

い
。

山
形

7
年

を
と

っ
て

少
し

は
楽

に
な

る
か

と
思

っ
た

の
に

、
早

く
死

ん
だ

方
が

い
い

よ
う

な
制

度
に

怒
り

を
覚

え
る

。
山

形
8

昔
の

年
寄

り
の

口
癖

は
「
あ

り
が

た
い

」
と

い
う

言
葉

が
多

か
っ

た
よ

う
に

思
う

。
今

は
死

語
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

か
・
・
。

山
形

9
国

の
た

め
に

今
ま

で
働

か
さ

れ
、

今
が

「
青

春
」
な

の
に

何
も

で
き

な
い

。
贅

沢
す

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
平

等
に

生
活

で
き

る
政

策
を

行
っ

て
も

ら
い

た
い

。
福

島
1
0

た
く
さ

ん
い

る
自

民
党

議
員

が
、

少
し

づ
つ

で
も

負
担

し
て

み
て

は
ど

う
か

。
茨

城
1
1

意
見

は
な

い
が

、
あ

き
れ

て
も

の
が

い
え

な
い

。
群

馬
1
2

今
で

も
貯

金
を

お
ろ

し
て

生
活

し
て

い
る

の
に

、
こ

れ
か

ら
死

ぬ
ま

で
ど

う
や

っ
て

生
活

し
て

い
け

ば
い

い
の

か
。

早
く
死

に
た

い
。

群
馬

1
3

施
設

と
か

ヘ
ル

パ
ー

を
頼

み
た

く
て

も
、

こ
れ

以
上

の
自

己
負

担
で

き
ず

利
用

で
き

な
い

。
も

う
一

つ
一

つ
が

頭
に

く
る

。
千

葉
1
4

今
の

年
金

事
業

に
怒

り
を

感
じ

る
。

目
の

前
に

き
た

ら
「
ﾎ

ﾞｶ
ｰ

ﾝ
」
と

な
ぐ

り
た

い
と

思
う

。
い

く
ら

”
お

上
”
が

決
め

た
こ

と
で

も
ひ

ど
い

。
千

葉
1
5

友
人

、
知

人
、

口
を

そ
ろ

え
て

小
泉

以
降

す
べ

て
が

悪
い

。
悪

く
な

っ
た

と
実

感
す

る
と

。
千

葉
1
6

医
療

を
受

け
た

く
て

受
け

ら
れ

ず
死

ん
で

い
く
高

齢
者

が
増

え
て

い
く
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
千

葉
1
7

年
金

は
ど

う
で

あ
れ

、
と

に
か

く
お

金
は

支
払

っ
て

い
た

だ
く
、

と
い

う
政

府
の

姿
勢

は
お

か
し

い
。

千
葉

1
8

老
人

医
療

を
変

え
る

た
め

な
ら

仕
方

な
い

が
、

本
当

に
財

源
が

な
い

の
か

示
し

て
ほ

し
い

。
東

京
1
9

国
民

は
何

を
言

っ
て

も
政

府
に

は
届

か
な

い
。

テ
レ

ビ
を

見
て

い
る

と
腹

の
立

つ
こ

と
ば

か
り

。
天

引
き

ば
か

り
で

頭
に

く
る

。
東

京
2
0

戦
争

を
体

験
し

て
苦

労
し

て
生

き
て

き
て

、
今

こ
ん

な
現

実
が

ま
っ

て
い

よ
う

と
は

。
病

院
、

医
師

会
な

ど
、

手
に

手
を

と
っ

て
こ

の
制

度
を

廃
案

に
し

て
ほ

し
い

。
神

奈
川

2
1

も
し

入
院

で
も

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

く
な

っ
た

ら
、

い
っ

そ
の

こ
と

死
ん

だ
ほ

う
が

ま
し

か
と

思
っ

て
い

る
。

で
も

そ
う

す
れ

ば
政

府
の

思
う

ツ
ボ

に
は

ま
る

か
ら

、
チ

キ
シ

ョ
ウ

思
い

っ
き

り
生

き
長

ら
え

て
や

る
、

と
思

う
。

新
潟

2
2

老
人

は
足

手
ま

と
い

だ
か

ら
死

ん
で

し
ま

え
と

い
う

、
今

の
政

府
の

や
り

方
は

絶
対

認
め

る
わ

け
に

は
い

か
な

い
。

新
潟

2
3

こ
の

制
度

を
決

め
た

の
は

昭
和

の
世

代
だ

、
私

た
ち

の
大

正
の

世
代

の
苦

労
を

知
ら

な
い

連
中

だ
。

変
え

ね
ば

い
け

な
い

と
か

な
り

怒
っ

て
い

た
。

「
死

ね
と

言
う

の
か

」
後

期
と

は
ど

う
い

う
こ

っ
ち

ゃ
と

（
声

を
大

に
し

て
）
大

変
な

怒
り

石
川

2
4

家
族

か
ら

保
険

証
を

切
り

離
す

と
若

い
人

た
ち

の
税

金
の

還
付

も
な

く
な

る
。

税
金

の
二

重
取

り
だ

。
廃

止
す

る
し

か
な

い
。

山
梨

2
5

自
民

・
公

明
に

怒
り

を
覚

え
る

。
ど

ろ
ぼ

う
に

あ
っ

た
よ

う
に

感
じ

る
。

長
野

2
6

一
番

苦
労

し
た

世
代

へ
の

仕
打

ち
・
・
化

け
て

で
た

い
。

長
野

2
7

こ
ん

な
こ

と
な

ら
、

戦
争

で
死

ん
で

も
よ

か
っ

た
。

長
野

2
8

み
ん

な
我

慢
し

て
生

き
て

い
る

け
ど

い
い

た
い

こ
と

は
山

ほ
ど

あ
る

。
た

だ
言

え
る

と
こ

ろ
が

な
く
、

こ
う

や
っ

て
聞

い
て

も
ら

え
た

。
い

ろ
い

ろ
言

え
て

あ
り

が
た

か
っ

た
。

岐
阜

2
9

死
ぬ

の
な

ら
、

納
得

し
て

死
に

た
い

。
京

都
3
0

戦
中

は
赤

紙
１

枚
で

国
の

た
め

に
死

ね
と

い
わ

れ
た

。
今

度
は

赤
紙

で
早

く
死

ね
。

２
回

国
に

死
ね

と
い

わ
れ

た
。

京
都

3
1

そ
も

そ
も

無
収

入
の

８
２

歳
の

方
に

、
保

険
料

を
請

求
す

る
ほ

う
が

お
か

し
い

。
京

都

3
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2
0
0
8
年

6
月

1
1
日

寄
せ

ら
れ

た
声

県
名

全
日

本
民

医
連

「
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
実

施
直

後
ア

ン
ケ

ー
ト

」
寄

せ
ら

れ
た

声
（

特
徴

的
な

も
の

）

3
2

自
殺

す
る

わ
け

に
も

い
か

ず
、

こ
ん

な
ん

や
っ

た
ら

こ
の

ま
ま

目
が

覚
め

な
け

れ
ば

い
い

と
毎

日
思

う
。

大
阪

3
3

長
生

き
す

る
も

ん
や

な
い

。
ど

な
い

し
た

ら
は

よ
死

ね
る

ん
や

ろ
。

生
き

て
い

て
も

い
い

こ
と

な
い

。
大

阪
3
4

一
番

腹
が

立
つ

の
は

健
診

が
受

け
ら

れ
な

い
こ

と
。

７
５

歳
過

ぎ
た

ら
日

本
人

ち
ゃ

う
ん

か
。

大
阪

3
5

後
期

高
齢

者
と

い
う

こ
と

ば
が

、
人

格
を

否
定

さ
れ

て
い

る
よ

う
。

大
阪

3
6

老
後

の
た

め
に

蓄
え

た
年

金
か

ら
天

引
き

す
る

な
ん

て
、

後
期

高
齢

者
医

療
制

度
に

は
反

対
だ

。
福

祉
と

医
療

に
国

民
ば

っ
か

り
お

金
を

と
ら

れ
る

。
国

会
を

早
い

こ
と

解
散

し
て

選
挙

せ
な

あ
か

ん
。

兵
庫

3
7

死
ね

！
と

い
う

通
知

だ
。

奈
良

3
8

一
人

で
楽

し
く
暮

ら
し

て
い

た
の

に
・
・。

「
姥

捨
て

村
」
を

作
っ

て
も

ら
っ

て
畑

や
野

菜
を

作
っ

た
り

、
花

を
育

て
た

り
さ

せ
て

ほ
し

い
。

奈
良

3
9

年
金

を
差

し
押

さ
え

す
る

に
も

、
裁

判
所

で
協

議
さ

れ
る

の
に

。
終

末
期

の
相

談
し

た
ら

、
な

ん
で

１
０

０
０

円
払

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

か
。

奈
良

4
0

人
間

を
線

引
き

す
る

き
っ

か
け

に
拍

車
が

か
か

る
こ

と
は

、
よ

く
な

い
と

思
う

。
奈

良

4
1

年
金

天
引

き
が

腹
立

た
し

い
。

生
存

権
（
憲

法
２

５
条

）
を

も
と

に
異

議
申

し
立

て
を

し
た

が
、

対
応

し
た

人
間

も
明

確
な

答
え

は
な

か
っ

た
。

こ
れ

を
「
長

寿
課

」
な

ど
と

い
う

と
こ

ろ
が

や
っ

て
い

る
の

だ
か

ら
、

何
の

た
め

の
「
長

寿
課

」
か

。
奈

良

4
2

死
ね

と
い

う
な

ら
、

い
っ

そ
殺

し
て

ほ
し

い
。

生
殺

し
は

つ
ら

い
。

和
歌

山
4
3

あ
ま

り
先

は
長

く
な

い
か

も
し

れ
ん

が
、

う
し

ろ
か

ら
”
は

よ
死

ね
”
と

背
中

を
押

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

感
じ

る
。

島
根

4
4

「
年

を
と

っ
た

ら
ひ

と
の

世
話

に
な

ら
ず

、
死

ぬ
と

き
は

さ
っ

さ
と

寝
込

ま
ず

死
に

た
い

」
な

ん
て

、
自

分
で

考
え

て
い

る
こ

と
を

行
政

の
ト

ッ
プ

か
ら

い
わ

れ
る

と
す

ご
く
腹

が
広

島
4
5

行
政

へ
、

生
き

な
が

ら
地

獄
へ

落
と

さ
な

い
で

く
れ

。
福

岡
4
6

も
っ

と
早

く
知

ら
せ

て
ほ

し
か

っ
た

。
熊

本
4
7

座
り

込
み

す
る

と
き

は
、

声
を

か
け

て
ほ

し
い

。
熊

本
4
8

こ
の

制
度

を
決

め
た

政
治

家
が

憎
い

。
残

り
わ

ず
か

の
人

生
が

め
ち

ゃ
く
ち

ゃ
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

泣
き

寝
入

り
し

か
で

き
な

い
の

。
大

分
4
9

市
議

会
も

賛
成

し
た

と
い

う
の

が
歯

が
ゆ

い
。

選
挙

の
１

票
を

大
事

に
し

た
い

。
医

療
生

協
で

全
力

を
あ

げ
て

く
だ

さ
い

。
大

分

４
，

疑
問

・
困

っ
て

い
る

こ
と

1
良

い
制

度
な

の
か

悪
い

制
度

な
の

か
も

ま
っ

た
く
わ

か
ら

な
い

。
わ

か
り

や
す

い
説

明
が

必
要

。
青

森

2
４

月
か

ら
の

年
金

天
引

き
は

さ
れ

な
か

っ
た

。
区

役
所

に
問

い
合

わ
せ

た
ら

、
厚

生
年

金
と

国
民

年
金

な
の

で
、

年
金

天
引

き
は

７
月

か
ら

に
な

る
と

。
ど

う
し

て
そ

の
よ

う
な

通
知

を
く
れ

な
い

の
か

た
ず

ね
た

が
、

返
事

は
な

か
っ

た
宮

城

3
紙

を
送

っ
て

終
わ

り
で

な
く
、

自
分

た
ち

の
よ

う
な

（
歩

け
な

く
て

、
外

出
で

き
な

い
よ

う
な

）
年

寄
り

に
も

わ
か

る
説

明
を

し
て

ほ
し

い
。

山
形

4
新

聞
、

Ｔ
Ｖ

の
説

明
は

わ
か

ら
な

い
。

福
島

5
こ

れ
か

ら
入

院
し

た
と

き
、

ど
う

扱
わ

れ
る

か
心

配
。

群
馬

6
制

度
が

は
じ

ま
っ

て
か

ら
マ

ス
コ

ミ
も

話
題

に
し

て
い

る
が

、
制

度
が

変
わ

る
と

き
こ

そ
事

前
に

よ
く
知

ら
せ

て
ほ

し
い

、
診

療
所

が
事

前
に

教
え

て
く
れ

な
い

と
困

る
、

と
も

い
わ

れ
た

。
患

者
・
組

合
員

に
十

分
お

し
ら

せ
で

き
た

か
と

い
う

と
、

運
動

と
し

て
不

十
分

で
あ

っ
た

と
思

う
。

埼
玉

7
そ

も
そ

も
何

が
問

題
な

の
か

さ
っ

ぱ
り

わ
か

ら
な

い
。

む
ず

か
し

く
て

・
・
・

千
葉

8
制

度
の

説
明

義
務

は
ど

こ
に

あ
る

の
か

？
知

ら
な

い
間

に
お

金
が

勝
手

に
引

き
落

と
さ

れ
て

い
る

。
千

葉
9

広
域

連
合

か
ら

保
険

料
の

通
知

、
天

引
き

の
期

日
の

連
絡

が
な

く
、

非
常

に
不

明
瞭

。
千

葉
1
0

後
期

高
齢

者
医

療
制

度
の

中
身

が
ま

っ
た

く
わ

か
ら

な
い

。
東

京
1
1

健
診

制
度

の
変

更
、

医
療

保
険

の
制

度
改

変
と

同
時

期
に

あ
り

、
両

方
の

内
容

が
混

乱
し

て
理

解
で

き
な

い
。

神
奈

川
1
2

６
月

か
ら

負
担

す
る

金
額

が
変

わ
る

と
聞

い
て

い
る

が
、

ど
の

よ
う

に
変

わ
る

の
か

よ
く
わ

か
ら

な
い

。
新

潟
1
3

保
険

料
を

天
引

き
に

す
る

と
、

子
ど

も
が

親
の

面
倒

を
み

る
と

い
う

意
識

が
な

く
な

っ
て

い
く
の

で
は

な
い

か
。

新
潟

4
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2
0
0
8
年

6
月

1
1
日

寄
せ

ら
れ

た
声

県
名

全
日

本
民

医
連

「
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
実

施
直

後
ア

ン
ケ

ー
ト

」
寄

せ
ら

れ
た

声
（

特
徴

的
な

も
の

）

1
4

電
話

に
て

市
役

所
に

問
い

合
わ

せ
た

。
何

人
も

担
当

が
電

話
口

で
変

わ
っ

た
。

丁
寧

に
対

応
す

る
人

も
い

れ
ば

、
高

齢
者

だ
と

思
っ

て
言

葉
使

い
が

悪
い

人
も

い
た

。
窓

口
を

一
本

化
し

て
、

丁
寧

に
対

応
し

て
ほ

し
い

。
コ

ツ
コ

ツ
貯

め
た

高
齢

者
の

預
貯

金
か

ら
保

険
料

を
徴

収
し

な
い

で
ほ

し
い

。
新

潟

1
5

新
し

い
保

険
証

が
届

く
ま

で
知

ら
な

か
っ

た
。

制
度

も
よ

く
わ

か
ら

な
い

。
新

潟

1
6

保
険

証
が

小
さ

い
、

字
が

見
え

な
い

、
な

く
し

や
す

い
。

長
野

1
7

何
と

か
し

て
払

う
け

ど
、

承
諾

く
ら

い
と

っ
て

も
良

さ
そ

う
な

も
ん

だ
。

長
野

1
8

今
ま

で
の

保
険

と
の

違
い

を
わ

か
り

や
す

く
し

て
ほ

し
い

。
岐

阜

1
9

制
度

の
説

明
を

事
前

に
き

ち
ん

と
し

て
ほ

し
い

。
急

に
手

紙
が

来
て

、
突

然
は

じ
ま

っ
た

。
や

り
方

が
下

手
。

年
寄

り
が

こ
れ

ま
で

頑
張

っ
て

き
た

こ
と

を
、

若
い

人
た

ち
は

忘
れ

な
い

で
ほ

し
い

。
兵

庫

2
0

ｹ
ｱ

ﾏ
ﾈ

ｰ
ｼ
ﾞｬ

ｰ
が

一
緒

に
な

っ
て

、
通

知
を

さ
が

し
て

初
め

て
認

識
し

た
。

住
民

票
と

異
な

る
住

所
に

生
活

し
て

い
る

。
奈

良

2
1

保
険

証
が

送
ら

れ
て

き
て

初
め

て
知

っ
た

。
広

島
2
2

通
帳

に
記

入
が

年
金

だ
け

で
内

容
の

記
入

が
な

い
の

が
困

る
。

項
目

が
記

入
さ

れ
な

い
の

も
疑

問
。

福
岡

2
3

市
か

ら
書

類
が

き
て

い
た

。
市

職
員

の
話

を
聞

い
た

が
、

わ
か

ら
な

い
。

熊
本

2
4

医
療

機
関

へ
の

影
響

を
、

組
合

員
に

も
知

ら
せ

て
ほ

し
い

。
大

分

５
，

具
体

的
事

例
1

支
出

が
増

え
た

ら
、

レ
ン

タ
ル

（
福

祉
用

具
）
を

減
ら

そ
う

か
と

考
え

て
い

る
。

青
森

2
私

(元
公

務
員

)と
妻

の
二

人
で

国
保

に
加

入
し

て
い

た
が

、
そ

れ
ぞ

れ
後

期
高

齢
者

医
療

に
移

動
し

た
。

妻
は

収
入

が
少

な
い

の
で

、
軽

減
措

置
が

で
き

る
と

思
っ

た
が

、
世

帯
主

と
被

保
険

者
の

所
得

に
応

じ
て

措
置

さ
れ

る
の

で
、

世
帯

主
(私

)の
収

入
が

高
い

の
で

、
軽

減
さ

れ
な

か
っ

た
。

秋
田

3

父
(7

8
才

)、
母

(7
6
才

)、
私

(4
0
才

)の
３

人
で

国
保

に
加

入
し

て
い

た
。

父
母

が
そ

れ
ぞ

れ
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

に
移

行
し

て
、

私
だ

け
が

国
保

に
な

っ
た

。
し

か
し

私
は

身
障

者
で

あ
り

、
収

入
が

な
く
、

（
障

害
年

金
も

受
給

し
て

い
な

い
。

２
級

に
な

ら
な

い
の

で
）
父

に
扶

養
さ

れ
て

い
る

。
そ

れ
で

も
国

保
税

を
支

払
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
３

人
分

の
保

険
料

を
合

わ
せ

る
と

、
国

保
加

入
時

よ
り

も
倍

増
し

た
。

こ
の

制
度

は
私

た
ち

に
と

っ
て

は
悪

の
保

険
制

度
で

あ
る

。
秋

田

4
年

金
額

が
7
3
,0

0
0
円

か
ら

6
3
,0

0
0
円

に
な

っ
た

。
ど

う
し

て
暮

ら
し

て
い

こ
う

か
と

話
し

て
い

る
。

山
形

5
妻

は
７

５
歳

未
満

で
国

保
。

二
人

で
2
6
,０

０
０

円
か

ら
2
8
,9

0
0
円

に
値

上
が

り
。

年
間

3
5
,0

0
0
円

の
負

担
増

。
群

馬
6

お
見

舞
い

金
額

が
下

が
っ

て
き

た
（
１

万
円

→
５

千
円

）
埼

玉

7
現

役
世

代
。

夫
は

足
袋

を
つ

く
る

仕
事

で
安

定
し

た
収

入
な

い
。

子
供

３
人

、
外

へ
働

き
に

行
け

ず
内

職
し

て
い

た
の

で
国

保
だ

っ
た

。
ど

う
し

て
も

保
険

料
が

払
え

な
か

っ
た

時
期

が
あ

り
、

年
金

は
十

分
も

ら
え

て
い

な
い

。
少

な
い

収
入

か
ら

無
理

矢
理

と
ら

れ
て

し
ま

う
の

で
、

生
活

を
切

り
詰

め
る

し
か

な
い

。
早

く
死

ね
、

と
い

わ
れ

て
い

る
よ

う
だ

。
埼

玉

8
健

診
の

料
金

が
上

が
っ

て
い

る
。

大
変

不
満

、
健

診
が

複
雑

千
葉

9
老

年
者

控
除

は
廃

止
、

定
率

減
税

は
廃

止
。

前
は

住
民

税
ゼ

ロ
だ

っ
た

が
、

家
内

と
二

人
で

１
５

０
万

く
ら

い
所

得
増

加
、

住
民

税
と

医
療

費
負

担
が

３
割

負
担

に
な

っ
た

。
東

京

1
0

２
週

間
に

１
度

通
院

し
て

い
た

が
、

今
は

１
ヶ

月
に

１
回

東
京

1
1

母
は

肺
炎

を
繰

り
返

し
て

い
る

う
ち

に
一

人
で

い
す

に
座

っ
て

い
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

い
、

週
２

日
の

デ
イ

ケ
ア

も
断

ら
れ

て
困

っ
た

。
自

分
た

ち
夫

婦
も

年
金

生
活

で
、

物
価

高
で

３
人

食
べ

る
だ

け
で

精
一

杯
の

生
活

が
続

い
て

い
る

。
神

奈
川

5
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2
0
0
8
年

6
月

1
1
日

寄
せ

ら
れ

た
声

県
名

全
日

本
民

医
連

「
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
実

施
直

後
ア

ン
ケ

ー
ト

」
寄

せ
ら

れ
た

声
（

特
徴

的
な

も
の

）

1
2

保
険

料
が

高
い

。
２

ヶ
月

分
で

６
万

円
も

ひ
か

れ
て

い
た

。
神

奈
川

1
3

年
金

月
２

５
，

０
０

０
円

か
ら

、
介

護
・医

療
保

険
料

を
天

引
き

さ
れ

、
残

り
で

介
護

利
用

料
を

払
う

と
残

ら
な

い
。

新
潟

1
4

妻
の

７
回

忌
法

要
を

と
り

や
め

た
。

新
潟

1
5

年
金

か
ら

の
天

引
き

で
介

護
保

険
料

よ
り

高
く
、

驚
い

た
。

新
潟

1
6

医
療

の
質

の
維

持
（
必

要
な

リ
ハ

ビ
リ

が
受

け
ら

れ
な

い
。

必
要

な
治

療
が

受
け

ら
れ

な
い

・
・
・
）
が

心
配

。
特

に
リ

ハ
ビ

リ
に

つ
い

て
は

介
護

保
険

の
訪

問
リ

ハ
で

は
限

界
が

あ
り

、
そ

れ
に

切
り

替
え

て
か

ら
確

実
に

機
能

低
下

し
て

い
る

。
低

下
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

家
族

で
の

対
応

が
厳

し
く
な

っ
て

き
た

。
先

の
こ

と
も

見
通

し
て

、
コ

ロ
コ

ロ
法

を
変

え
な

い
で

ほ
し

い
。

（
女

性
・
7
6
歳

）
新

潟

1
7

息
子

さ
ん

と
夫

の
3
人

暮
ら

し
で

あ
る

。
糖

尿
病

で
イ

ン
シ

ュ
リ

ン
療

法
を

行
っ

た
り

、
眼

科
、

整
形

外
科

、
皮

膚
科

に
も

か
か

っ
て

い
る

。
医

療
費

も
か

か
る

し
、

ま
た

保
険

料
も

毎
月

納
め

る
こ

と
に

な
る

と
、

大
変

だ
。

病
院

の
窓

口
で

も
い

く
ら

か
か

る
か

心
配

し
て

い
た

。
新

潟

1
8

夫
婦

で
窓

口
負

担
が

月
1
3
,8

0
0
円

（
国

保
）
支

払
っ

て
い

る
。

後
期

保
険

料
は

二
人

で
1
9
,０

０
０

円
に

な
っ

た
。

富
山

1
9

月
の

年
金

が
１

万
ほ

ど
だ

か
ら

天
引

き
で

な
く
、

自
分

で
払

わ
な

く
て

は
い

け
な

い
。

介
護

保
険

と
保

険
を

支
払

っ
た

ら
無

く
な

る
か

も
し

れ
な

い
、

も
し

か
し

た
ら

足
り

な
い

。
や

め
て

ほ
し

い
お

年
寄

り
い

じ
め

、
弱

い
も

の
い

じ
め

の
、

こ
の

制
度

石
川

2
0

死
ぬ

よ
う

に
な

っ
た

年
寄

り
か

ら
な

ぜ
こ

ん
な

に
お

金
を

と
る

の
か

。
な

ん
で

こ
ん

な
に

殺
生

な
こ

と
を

せ
な

あ
か

ん
の

や
と

思
う

。
お

父
さ

ん
（
主

人
）
の

遺
族

年
金

が
あ

る
か

ら
生

活
で

き
る

が
、

自
分

の
年

金
だ

け
の

収
入

だ
っ

た
ら

、
今

月
２

回
通

院
し

て
い

る
が

、
受

診
料

・
薬

代
・
交

通
費

で
ほ

と
ん

ど
な

く
な

っ
て

し
ま

う
。

「
死

ね
」
と

い
わ

れ
て

い
る

の
と

一
緒

。
福

井

2
1

年
金

が
2
ヶ

月
で

数
万

円
し

か
な

い
の

に
、

本
当

に
困

っ
て

し
ま

う
。

妻
と

私
が

倒
れ

た
ら

息
子

に
申

し
訳

な
い

。
食

費
と

衣
服

、
ム

ダ
と

考
え

購
入

で
き

な
い

状
況

に
な

る
。

山
梨

2
2

一
人

じ
ゃ

暮
ら

し
て

い
け

な
い

。
二

人
で

や
っ

と
。

持
ち

家
だ

か
ら

い
い

け
ど

家
賃

払
わ

ね
ば

な
ら

な
い

人
は

大
変

だ
と

思
う

。
年

金
2
ヶ

月
で

7
万

、
そ

こ
か

ら
介

護
と

後
期

高
齢

者
保

険
料

2
万

弱
引

か
れ

て
い

る
。

山
梨

2
3

国
民

年
金

は
4
月

分
5
6
1
0
0
円

だ
っ

た
が

、
介

護
保

険
料

6
3
0
0
円

と
後

期
高

齢
者

医
療

6
4
0
0
円

を
引

く
と

4
3
4
0
0
円

と
な

る
。

使
え

る
金

は
月

2
1
7
0
0
円

に
し

か
な

ら
な

い
。

現
在

介
護

度
４

で
、

週
5
日

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

ベ
ッ

ド
・
車

椅
子

な
ど

の
レ

ン
タ

ル
料

が
、

4
月

分
は

3
9
1
3
0
円

で
し

た
。

医
療

費
は

窓
口

無
料

に
な

っ
た

の
で

往
診

の
車

代
に

介
護

保
険

の
居

宅
療

養
管

理
指

導
料

の
5
0
0
円

が
自

己
負

担
で

す
。

息
子

夫
婦

と
同

居
し

て
い

る
の

で
生

活
が

成
り

立
っ

て
い

ま
す

が
、

少
な

い
年

金
か

ら
保

険
料

を
天

引
き

す
る

の
は

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

山
梨

2
4

保
険

料
が

高
く
な

っ
た

の
で

食
べ

る
も

の
を

切
り

つ
め

て
い

る
。

着
る

物
は

何
年

も
買

っ
て

い
な

い
。

ご
主

人
が

施
設

に
入

っ
て

い
る

。
そ

こ
に

行
く
の

に
高

齢
者

用
の

バ
ス

に
乗

っ
て

い
る

。
水

道
代

を
節

約
す

る
た

め
に

雨
が

降
る

と
バ

ケ
ツ

に
水

を
た

め
て

い
る

。
旅

行
に

は
い

け
な

い
。

娘
が

い
る

が
母

子
家

庭
で

頼
る

わ
け

に
は

い
か

な
い

。
貯

金
が

あ
る

う
ち

は
い

い
が

、
今

後
は

減
る

一
方

で
心

配
。

も
し

も
の

時
困

る
。

山
梨

2
5

病
院

の
療

養
病

床
が

近
い

将
来

無
く
な

る
そ

う
で

す
が

、
そ

の
後

の
利

用
は

一
般

病
棟

と
し

て
使

う
事

も
な

い
と

聞
い

て
い

ま
す

。
ス

タ
ッ

フ
が

足
り

な
い

か
ら

と
も

聞
い

て
い

ま
す

が
、

ど
う

し
て

急
に

少
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

し
ょ

う
か

。
私

ど
も

在
宅

介
護

者
は

、
（
介

護
度

5
、

2
4
時

間
酸

素
、

食
事

は
胃

ろ
う

、
痰

吸
引

は
必

至
）
訪

問
ヘ

ル
パ

ー
、

ナ
ー

ス
の

応
援

は
あ

り
ま

す
が

、
日

常
的

に
長

時
間

外
出

、
ま

し
て

や
泊

ま
り

が
け

の
外

出
は

出
来

ま
せ

ん
。

必
然

的
に

社
会

と
の

関
わ

り
は

先
ぼ

そ
り

の
状

態
で

す
。

重
度

の
被

介
護

者
は

現
在

の
施

設
で

は
受

け
入

れ
て

も
ら

え
な

い
の

が
現

状
の

様
で

す
。

ま
た

、
預

け
る

側
も

不
安

で
す

。
せ

め
て

施
設

の
整

っ
た

病
院

で
1
～

２
泊

の
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

を
お

願
い

で
き

る
様

な
シ

ス
テ

ム
に

な
っ

た
ら

ど
ん

な
に

助
か

る
か

と
身

勝
手

な
思

い
を

し
て

い
ま

す
。

山
梨

2
6

買
い

物
時

、
こ

れ
が

な
い

と
困

る
か

よ
く
考

え
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

食
費

・
医

療
費

は
減

ら
せ

な
い

。
３

人
の

息
子

た
ち

が
少

し
ず

つ
援

助
し

て
く
れ

る
と

い
っ

て
い

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
学

生
が

い
る

。
甘

え
ら

れ
な

い
。

長
野

2
7

妻
が

扶
養

で
あ

っ
た

が
、

別
々

に
ひ

か
れ

保
険

料
年

間
２

０
万

円
に

な
る

。
長

野
2
8

健
診

が
有

料
に

な
り

困
る

。
愛

知

6
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2
0
0
8
年

6
月

1
1
日

寄
せ

ら
れ

た
声

県
名

全
日

本
民

医
連

「
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
実

施
直

後
ア

ン
ケ

ー
ト

」
寄

せ
ら

れ
た

声
（

特
徴

的
な

も
の

）

2
9

昼
と

夜
、

配
食

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
。

糖
尿

も
あ

り
制

限
し

て
い

る
が

、
二

食
分

を
三

食
で

食
べ

て
い

る
。

岐
阜

3
0

妻
と

次
男

の
同

一
世

帯
で

国
保

。
お

の
お

の
保

険
料

を
払

う
こ

と
に

な
り

、
合

計
額

は
こ

れ
ま

で
よ

り
２

０
万

円
も

高
く
な

っ
た

。
親

戚
の

年
寄

り
が

入
院

し
て

い
る

が
、

早
期

退
院

を
迫

ら
れ

て
い

る
。

岐
阜

3
1

こ
の

３
月

、
旧

姓
で

厚
生

年
金

の
お

金
が

わ
ず

か
だ

け
ど

判
明

し
た

ら
、

そ
の

年
金

が
入

る
前

に
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
保

険
料

だ
け

は
、

先
に

引
き

落
と

さ
れ

て
い

た
。

腹
が

立
つ

。
岐

阜

3
2

早
め

に
受

診
し

た
い

が
、

た
め

ら
う

よ
う

に
な

り
症

状
が

重
篤

化
し

て
か

ら
受

診
す

る
よ

う
に

な
る

。
愛

知
3
3

介
護

保
険

と
後

期
高

齢
保

険
料

を
払

う
と

１
万

円
し

か
残

ら
な

い
。

娘
と

住
ん

で
い

る
の

で
何

と
か

な
る

が
。

京
都

3
4

介
護

保
険

と
あ

わ
せ

て
１

回
の

年
金

か
ら

３
万

円
天

引
き

。
寺

や
親

戚
と

の
つ

き
あ

い
で

年
２

０
万

円
い

る
。

生
活

苦
し

い
。

京
都

3
5

生
活

の
算

段
が

つ
か

な
い

。
今

ま
で

は
自

分
で

や
り

く
り

し
て

国
保

料
年

１
０

回
を

遅
れ

な
が

ら
も

何
と

か
支

払
っ

て
き

た
。

天
引

き
で

は
、

ど
こ

か
で

マ
イ

ナ
ス

に
な

っ
て

し
ま

う
。

事
業

収
入

は
減

る
一

方
、

現
金

が
な

く
な

っ
て

し
ま

う
。

京
都

3
6

保
険

料
が

８
０

０
０

円
く
ら

い
上

が
っ

た
。

大
阪

3
7

今
ま

で
週

１
回

の
注

射
を

急
に

１
ヶ

月
中

止
し

よ
う

と
い

わ
れ

た
。

そ
れ

ま
で

は
週

１
回

は
し

な
い

と
い

か
ん

と
い

わ
れ

て
い

た
の

に
、

大
阪

3
8

保
険

料
が

高
い

。
２

ヶ
月

分
で

６
万

円
も

ひ
か

れ
て

い
た

。
夫

婦
あ

わ
せ

て
７

万
円

こ
え

た
。

大
阪

3
9

後
期

高
齢

者
医

療
制

度
、

政
府

は
保

険
料

が
下

が
る

と
言

っ
て

い
ま

す
が

、
夫

婦
2
人

の
家

庭
で

は
、

本
人

が
今

ま
で

よ
り

約
1
0
0
0
円

ア
ッ

プ
、

家
内

の
均

等
割

4
3
9
2
4

円
で

、
世

帯
で

年
間

約
4
5
0
0
0
円

の
ア

ッ
プ

に
な

り
ま

す
。

政
府

は
ど

う
い

う
計

算
を

し
て

い
る

の
か

、
も

っ
と

は
っ

き
り

報
告

し
て

ほ
し

い
で

す
。

兵
庫

4
0

往
診

を
月

２
回

か
ら

１
回

に
し

て
ほ

し
い

。
身

障
適

応
外

で
窓

口
負

担
が

た
い

へ
ん

に
な

っ
た

。
鳥

取

4
1

年
金

か
ら

医
療

・
介

護
保

険
料

を
引

か
れ

る
と

２
万

円
足

ら
ず

し
か

残
ら

な
い

。
病

院
に

か
か

る
と

生
活

費
が

な
く
、

子
ど

も
と

一
緒

に
い

れ
ば

こ
そ

な
ん

と
か

な
る

が
、

わ
ず

か
な

貯
金

や
土

地
を

食
い

つ
ぶ

し
て

生
活

し
て

い
る

。
一

人
で

生
活

な
ん

て
と

て
も

で
き

な
い

。
鳥

取

4
2

Ｋ
病

院
医

事
課

担
当

者
よ

り
。

手
術

を
し

た
４

月
生

ま
れ

の
患

者
さ

ん
。

医
療

費
は

限
度

額
４

万
４

４
０

０
円

で
処

理
し

て
い

た
。

と
こ

ろ
が

、
た

と
え

ば
１

０
日

誕
生

日
だ

と
、

９
日

ま
で

国
保

で
４

万
４

４
０

０
円

。
１

０
日

以
後

月
末

ま
で

後
期

高
齢

者
で

４
万

４
４

０
０

円
。

倍
の

負
担

に
な

る
と

、
後

で
わ

か
っ

た
。

国
保

事
務

所
も

広
域

連
合

も
制

度
が

別
な

の
で

仕
方

な
い

、
の

一
点

張
り

。
ま

さ
か

そ
ん

な
こ

と
に

な
る

と
は

。
患

者
さ

ん
か

ら
は

４
万

４
４

０
０

円
し

か
い

た
だ

い
て

い
な

い
。

こ
の

処
理

に
も

悩
む

が
、

あ
ま

り
に

も
ひ

と
い

制
度

。

愛
媛

4
3

4
0
,０

０
０

円
の

年
金

か
ら

介
護

保
険

料
と

併
せ

て
、

2
9
,6

0
0
円

も
天

引
き

さ
れ

て
い

る
。

高
知

4
4

現
役

の
時

、
会

社
で

保
険

関
係

の
仕

事
も

し
て

い
た

。
自

分
が

７
５

歳
に

な
っ

て
任

意
継

続
か

ら
外

れ
る

の
で

妻
の

国
保

加
入

手
続

き
を

社
会

保
険

事
務

局
に

聞
い

て
動

い
た

。
市

役
所

の
支

所
か

ら
本

庁
に

た
ら

い
回

し
に

　
さ

れ
た

上
、

佐
世

保
市

役
所

で
も

「
数

週
間

か
か

る
が

そ
の

間
は

全
額

負
担

で
、

後
日

還
付

さ
れ

ま
す

」
と

説
明

す
る

職
員

が
い

た
。

「
全

額
い

っ
た

ん
払

え
と

い
う

こ
と

が
ど

れ
ほ

ど
つ

ら
い

こ
と

か
、

わ
か

っ
て

言
っ

て
い

る
の

か
」
と

と
問

答
し

た
あ

げ
く
、

担
当

課
を

案
内

さ
れ

、
す

ぐ
交

付
さ

れ
た

。
不

愉
快

。

長
崎

4
5

国
保

に
残

る
妻

の
保

険
料

を
長

崎
市

に
確

認
し

た
。

自
分

の
保

険
料

と
合

わ
せ

る
と

、
去

年
の

国
保

税
よ

り
１

５
，

３
３

３
円

高
く
な

る
。

保
険

料
が

安
く
な

る
と

言
う

政
府

の
宣

伝
は

ウ
ソ

だ
。

相
談

も
な

く
天

引
き

す
る

の
は

ド
ロ

ボ
ー

と
一

緒
。

医
療

の
制

限
は

も
っ

て
の

ほ
か

。
長

崎

4
6

厚
生

年
金

よ
り

３
２

，
８

０
０

円
（
4
/
1
5
）
天

引
き

さ
れ

た
。

妻
は

7
,７

０
０

円
。

二
人

合
わ

せ
る

と
年

間
2
4
3
,0

0
0
円

に
な

る
。

熊
本

7
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全日本民医連２００８年

後期高齢者医療制度の実施直後アンケート用紙（個票）

全日本民医連へ送付は※この用紙は各事業所で集約し、まとめて県連へ提出してください。

不要です。

◇調査年月日： 年 月 日、 記入者名：

法人名： 、事業所名：

★該当する番号を○で囲んだり、数字を記入してください。また、記述部分は要旨を簡潔に記入
して下さい。

①男 ②女 歳１．性別： ２．年齢：

３．後期高齢者医療制度の内容をご存じでしたか？

①知っていた ②知らなかった

４．保険料は以前支払っていた時より高くなりましたか？

①高くなった ②あまり変わらない ③安くなった ④どちらともいえない

５．年金から保険料が天引きされることについて、どう思いますか？

①困るのでやめてほしい ②良いことだ ③どちらとも言えない ④天引きされてない

６．病院や診療所に受診して、窓口負担はどうなりましたか？

①高くなった ②安くなった ③あまり変わらない ④わからない（不明）

７．後期高齢者医療制度がはじまって、お困りのことはありませんか？

①とくにない ②ある ③どちらとも言えない

８．お困りのことはどんなことですか？お聞かせください。

★例：・保険料や窓口負担が増え、受診しづらくなり受診回数を減らした。
・生活費が圧迫され、旅行や映画など娯楽費を切りつめるようになった。
・支出を減らすために食費を切りつめざるを得なくなった。
・衣服を買うのを控えるようになった。
・友人や知人とのつきあいを減らし、外出が減った。
・お祝い事や法事などへの出席を減らした。
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９．病院や診療所または行政へのご要望がありますか。ありましたらお聞かせください。

１０．調査した職員の感想・意見を率直に記入してください。
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【全日本民医連・国民運動部宛 （稲原・濱谷・小川・野口）】ＦＡＸ０３（５８４２）６４６０ 

 

後期高齢者医療制度の実施直後アンケート 

「集計結果の報告用紙」 

 
                      報告年月日：      年   月   日 
 

※この用紙は、県連全体の集計結果を記入するものです！ 
 
県連名：      、  記入者名：             、 
 
１．集計期間：    月分 
 
２．調査件数：         件、３．調査事業所数：       事業所 
 
４．調査に参加した職員数：      人 
 
５．回答内容の集計結果 
 
 
 １．性別 

 
 男：             人 

 
 女：                人

 
７５歳～８０歳：       人 

 
８１歳～８５歳：                  人 

 
 ２．年齢 
  

８６歳～９０歳：       人 
 
９１歳以上    ：                  人 

 
 ３．後期高齢者医療制度の内容をご存じでしたか？ 
 
  ①知っていた：         人

 
 ②知らなかった：         人 

 
 ４．保険料は４月以前に支払っていた時より高くなりましたか？ 
 
  ①高くなった：         人

 
 ②あまり変わらない ：          人 

 
  ③安くなった：         人

 
 ④どちらともいえない：                   人 

 
 ５．年金から保険料が天引きされることについて、どう思いますか？ 
 
  ①困るのでやめてほしい：        人

 
 ②良いことだ   ：       人 

 
  ③どちらとも言えない ：        人

 
 ④天引きされてない：       人 

 
 ６．病院や診療所に受診して、窓口負担はどうなりましたか？ 
 
  ①高くなった   ：         人

 
 ②安くなった：          人 

 
  ③あまり変わらない：                  人

 
 ④わからない：          人 

 
 ７．後期高齢者医療制度がはじまって、お困りのことはありませんか？ 
 
  ①とくにない    ：        人

 
 ②ある      ：          人 

 
  ③どちらとも言えない：        人
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８．後期高齢者医療制度の実施後で困ったことの特徴的な内容を記入してください。 

 

 
９．病院や診療所または行政への要望で特徴的な内容を記入してください。 

 

 
１０．調査員の感想・意見の特徴を記入して下さい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★全日本民医連へ毎月、翌月の１０日までに報告してください。 

 最終〆切：７月１０日(木)必着！  ＦＡＸ ０３（５８４２）６４６０ 
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